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高速道路などの渋滞を対象として、 E裂の走行については従来から、多くの研
究がされてきた。歩行者の流れや行動は、広場、通路、建物の設計の観点、から関

心を待たれているが、入閣の行動自身にも、外的条件、心理的要閣が行動に及ぽ
す影響に興味をもたれている。そしてそれらの条件をどのようにモデル化するか
も興味ある。ガスや流体との類似点に詑目して、 H邑nd 母 rs on ら［ l ］は、流体力学的
取盟いを試みた。 Helbing ら［2. 3 〕は、心理的作用を力学的なカにモデル化したミ
クロなモデルを提案し、若干の成果を得た。ここでは、 E裂の交通流のミクロモデ
ルに使われたセルオートマトン（ C A ）モデル［ 4 ］を人間の歩行流のシミュレー

ンョン』こ適用してみて、歩行者の行動の説明を試みた~＇ o C A モデルでは，道路
と人は．簡素化され，それぞれ格子点とそれを占有する点とレて，デヅタル化さ
れている。また棺互作用は排除体積効果だけであるが，その本質をときには正殺
に提えていると思われる。また聾数論的興味も生まれている。ここでは． l 人の
歩行者が、多数の人が歩いてくる方向と逆方向に、道路を歩いていく場合に、歩
行者自身の歩行状況とその歩行者が多数の歩行者の歩行に及ぼす影響を問題とし

2 S i d e s t e p p i n g 歩・行モデル

歩行者が道路の間一レーン上で対行者と遭遇したとき、すれちがうための退避
行動として、織のレーンの真横の位寵へ避けるモデルを扱った。レーンの移動は
対行者と遭遇したときのみとする。それぞれの歩行者は、運命総的 w olframの

「 U l 芭ー 184 モデル（ 1 単位時間に 1 格子前進）に従って進むとする。道路としては、
道騒が L w （し w レーン〉で、長さ L ( L 格子点）からなるリング状の道路で、路
肩に援がある（ a : T a p 阜” r i n g 道路〉場合と道路幅方向にも周期境界条

件を取り入れた（ b : T u b 宮崎 T i n g 道路）場合を考えた。

ンミュレーシ盟ンでは多数の歩行者の人数が増加するにつれて、滋に進む 1 人
の歩行者の歩行状況とその歩行者が多数の歩行者の歩行に及ぼす影響を鵡べた。
初期状懸として道路の各レーンに同数の人をランダムに配置した。時間の奇数 st 

ep に多数の通行人がおへ前進し、偶数 s tep に l 人の歩行者が左へ前進する過程を
繰り返す。前進しようとするときに前に逆行者がいるときに、磁率 p ' （ここで
は全て P ' = l とする〉でレーン変更する。前進者とレーン変更者が、同時にい
るときは、前進優先とする。

( a ] Tape-ring 道路

道路は両路肩に援がある。通行人（ N 人〉の関数として、逆行歩行者の速度 V

（＝前進格子点数／ ti me ）を求めた。 N が小さいときは、推測通り、逆行歩行者
は通行人に妨げられないで、 v = 1 である〈自由歩行状線）。しかし N がある濃
度を超えると金く前進できなくなる。ただひたすらレーン変更そ繰り返す（ Side 
\1ngstate:V=O ）。このとき、逆行歩行者は通行人の流れには、 shock 曹ave

を伴った渋滞を発生させる。怠自歩行状怒と Sideling stateの歩行者の snapshot

を Fig. 1 、 2 に示す。このような掠れの転移は、道路幅 L wが広くても起こる。
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転移濃度は P.=(L .. -1)/2L., ··・（ 1 ) で表される。

(b) Tube-ring  道路

数学的に取扱いやすくするために、道路の両路肩がつながっている〈燭期境界条
件）場合もシミュレートした。この場合も流れの転認が起こる（ Fig.3 ）。 転
移濃度も式（ 1 ）で表される。

3.Diagonal stepping  歩行モデル

ここでは、歩行者が道路の同一レーン上で対行者と進退したとき、すれちがう
ための退避行動として、検のレーンの斜め前の位置へ避けながら前進し、横には
移動しないモデルを扱った。レーンの移動は対行者と遭遇したときのみとする。
ここでも、レーン変更より前進を優先する。
( a ) T a p 宮－ r i n g 道路

雨路肩に壁がある T ape-ring 道路モデルでは、式（ l ）の転移漉度 p e ま

で自由歩行状態にある。 p cを越えて濃度が多くなると、渋滞状態が起こり前進

しにくくなる。速度は持間的にゆらいでいる。さらに転移濃度 p '2 を越えると、

いくつか（ L w - 1 倒〉の決まった速度をもった決まった歩行パターンに落ち込

む。いくつかの歩行パターンは、濃度によって、患戚できなくなり、最もパッキ
ングの高いパターンに訳家ずる。漉度 P がほとんど 1 まで、歩行者 -J;＇＜ 前進できる
パターンが存在する。 (Fig. 4 ) 
( b ) T u b 日制 r i n g 道路

局期境界条件の下でも、店街歩行状態・揖沌状態転移は、同じ P c （式（ l ) ）で
起こる。しかし（ Lw-2 ）備の決まった歩行パターンのどれかになる。
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